
 

 

Copyright (C) Terilogy Co., Ltd. all right reserved. 

報道関係者各位 
2021 年２月 15 日 

株式会社テリロジー 
（JASDAQ スタンダード 証券コード：3356） 

 

 

 
 

株式会社テリロジー（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：阿部 昭彦、以下「テリロジー」）は、
当社の ICT サービス提供事業連結子会社である株式会社テリロジーサービスウェア（本社：東京都千代
田区、代表取締役社長：鈴木 達、以下「テリロジーサービスウェア」）が東日本電信電話株式会社（本
社：東京都新宿区、代表取締役社長：井上 福造、以下「NTT 東日本」）と連携し、2021 年２月上旬以降
より長岡市が実施する「NaGaOKa オープンイノベーション」事業において、多言語映像通訳サービス「み
える通訳」及び Web 会議を活用した外国人児童生徒への学校生活支援について協力事業者として実証実
験に取り組むことを発表いたします。 

１. 背景・目的 
外国人児童生徒の増加や言語の多様化により、個別支援を行う日本語支援員の不足が懸念さ

れる中、当該児童生徒に対する十分な支援を継続していくため、学校現場における多言語映像
通訳サービスの活用が外国人児童生徒への学校生活支援に有効かつ実用可能であるかを検証致
します。 

 
２. 実証実験概要 

外国人児童生徒が在籍する小・中学校にて、児童生徒同士、または児童生徒と教員・スクー
ルカウンセラー・相談員等とが会話・面談等を行う場面で多言語映像通訳サービス「みえる通
訳」を利用し、効果的な活用シーンを模索するとともに、その有効性を検証します。 
あわせて、学校にいる教員と自宅にいる外国人児童生徒の保護者との連絡において、Web 会 

議を活用した遠隔通訳が実用可能であるかを検証します。 
 
３. 実証フィールド 

市内小・中学校及び対象児童生徒の自宅 
 
４. 実施期間 

2021 年２月上旬～2021 年３月上旬まで 
 
なお、発表内容の詳細につきましては、別紙「テリロジーサービスウェアの提供する多言語映像通

訳が長岡市「NaGaOKa オープンイノベーション」事業に採択されました」をご参照ください。 
 

本リリースに記載されている社名、商品名は、各社の商標または登録商標です。 
 
【株式会社テリロジーサービスウェアについて】  

株式会社テリロジーサービスウェアは、2017 年に会社設立、ビジュアルコミュニケーションに関す
るソリューション事業やネットワークセキュリティに関するネットワークサービス事業を中核に、市
場及び顧客ニーズに対応したICTソリューションサービス事業を展開しているサービス提供事業会社
です。 
顧客は大企業や中堅・中小企業、リテール販売事業を中心に 1,000 社を超え、月額課金の ICT サー

ビス関連ビジネスでは豊富な経験と実績を上げています。 
（https://www.terilogy.com/company/profile/serviceware.html） 

 

本件に関するお問い合わせ先 

【サービスに関するお問い合わせ先】 
株式会社テリロジーサービスウェア 

ソリューション事業部 
インバウンドソリューショングループ 
TEL：03-4550-0556、FAX：03-3237-3316 

e-mail：info@mieru-tsuyaku.jp 

【報道関係者お問い合わせ先】 
株式会社テリロジー 

マーケティング（広報宣伝）担当 齋藤清和 
TEL：03-3237-3291、FAX：03-3237-3316 

e-mail：ksaito@terilogy.com 
 

長岡市「NaGaOKaオープンイノベーション」事業に、 

テリロジー連結子会社テリロジーサービスウェアの 

多言語映像通訳サービス「みえる通訳」が採択されました 

https://www.terilogy.com/company/profile/serviceware.html
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多言語映像通訳を活用した外国人児童生徒への学校生活支援について

【背景・目的】

外国人児童生徒の増加や言語の多様化により、個別支援を行う日本語支援員の不足が懸念される中、当該児童生徒

に対する十分な支援を継続していくため、学校現場における多言語映像通訳サービスの活用が外国人児童生徒への

学校生活支援に有効かつ実用可能であるかを検証します。

【実証実験概要】

・外国人児童生徒が在籍する小・中学校にて、児童生徒同士、または児童生徒と教員・スクールカウンセラー・相談員

等とが会話・面談等を行う場面で多言語映像通訳サービス「みえる通訳」を利用し、効果的な活用シーンを模索する

とともに、その有効性を検証します。

・あわせて、学校にいる教員と自宅にいる外国人児童生徒の保護者との連絡において、 Web会議を活用した遠隔通

訳が実用可能であるかを検証します。

【実証フィールド】

市内小・中学校及び対象児童生徒の自宅

【実施期間】

2021年２月上旬～２０２１年３月上旬まで

本実証実験の結果を元に、今後も全国の学校現場における外国人児童生徒・保護者とのコミュニケーションの課題

解決に取り組んでまいります。

株式会社テリロジーサービスウェア(本社：東京都千代田区、代表取締役社長:鈴木 達)は、東日本電信電話株

式会社（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：井上 福造）と連携し、202１年２月上旬以降より長岡市が実施

する「NaGaOKaオープンイノベーション」事業において、多言語映像通訳サービス「みえる通訳」及びWeb会議

を活用した外国人児童生徒への学校生活支援について協力事業者として実証実験に取り組みます。

＜参考＞NTT東日本「みえる通訳」サービス紹介サイト

https://business.ntt-east.co.jp/service/mieru-tsuyaku/

NTT東日本と連携し、テリロジーサービスウェアは通訳サービスを提供する協力事業者として取り組みます


